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研究成果の概要（和文）：男性・男子対象のジェンダー政策についての先進事例をめぐってデータ収集とインタ
ビュー調査を実施した。オーストラリでは、男性の非暴力に向けたNGOを軸に、男性・男子への啓発方法につい
て調査した。スウエーデンでは、複数の男性危機センターを訪問し、男性の悩みへの相談およびDV加害者男性の
非暴力トレーニングの実態について調査した。ドイツでは、主に父親支援の動向について聞き取りを実施し、カ
ナダから男性非暴力運動のリーダーのカウフマン氏を招いて講演と研究交流も実施した。研究成果については、
スウエーデンのヨーテボリ大学での研究集会や日本社会学会大会で報告を行った。アウトリーチとして岩波ブッ
クレットを出版。

研究成果の概要（英文）：We researched on the advanced examples of gender policies for men & boys, 
interviewing with specialist in this field and analyzing the data collected. In Australia we 
investigating into the method for educating men and boys, researching on NGO for Anti-violence 
against women. In Sweden we visited some centers for the crisis of men, studying how to advice on 
men’s problems and to train for men who were battlers against women. In Germany we researched on 
Fathers Center in Berlin. In 2016 we invited one of leaders of the movement of Anti-violence against
 women , Dr. M. Kaufman,from Canada and had a research meetings and his public lectures. We make 
public our research outcomes in the international conference at Gothenburg University in Sweden and 
the annual conference of Japan Sociological Society in Kyushu University. And a part of our research
 outcomes was published as Iwanami Booklet in 2015.

研究分野：社会学、ジェンダー論
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代以後日本政府は国際社会から遅
れをとりつつ、やっと本格的なジェンダー政策
の取組みを開始した。しかし、その成果は必
ずしも十分とはいえない。いまだ男性主導の
仕組みが根強い現代日本社会において、男
性たちの多くは、ジェンダー問題を自分たち
の問題、さらに日本社会の未来の問題として
とらえきれていないことが、日本のジェンダー
政策の停滞の背景には存在している。他方で、
女性の意識変革や社会参加の拡大のなかで、
男性のかかえる諸課題も顕在化しつつある。
こうした状況の下で、日本でも男子・男性を対
象にしたジェンダー政策が求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、近年EUや国連を軸に進められつ
つある男性・男子対象のジェンダー政策をめ
ぐって、先進的に取り組んできたヨーロッパお
よびオセアニア諸国の政策、理念、課題等に
ついて調査研究を実施し、これまでほとんど
取組みのなかった男子・男性対象のジェンダ
ー政策の日本社会における政策展開の可能
性を、比較社会論・ジェンダー論（特に男性
学・男性性研究）の視点から考察することを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
男性・男子を対象としたジェンダー政策が
進んでいる複数の社会を対象に、それらの
社会がもつ固有の文化や政治構造にも配慮
しつつ、男性・男子を対象にしたジェンダ
ー政策の登場の実態やそれが必要とされた
理由、さらに現在かかえている諸課題に目
配りしつつ、現地調査を実施する。具体的
には、オーストラリアを軸としたオセアニ
ア地域、ならびにスウェーデンとドイツを
中心にしたヨーロッパ地域において、それ
ぞれの地域におけるジェンダーをめぐる社
会的実情と男性学・男性性研究の発展状況
をふまえつつ、男子・男性対象のジェンダ
ー政策の歴史・現状・課題をデータ収集と
ともに、現地でのインタビュー調査を実施
することで明らかにする。 
 
４．研究成果 
（１）オーストラリアにおける調査を通じて
国際的にもっとも成功しているとされるホ
ワイトリボンキャンペーン・オーストラリア
の実態について、現地の社会学研究者（マイ
ケル・フラッドやマーク・マクレランドら）
の協力もえつつ、インタビュー調査を実施し
た。男性・男子を対象にしたジェンダーに配
慮しつつ行われるキャンペーンの手法や、
NPO 運営の実態について多くの知見をえた。 
（２）1980 年代後半から男性対象のジェンダ
ー政策を開始したヨーテボリの男性危機セ
ンターや、その後次々誕生した危機センター
（ストックホルムの危機センターなど）への
聞き取り調査、さらに、男性危機センターの

全国組織委員長らのインタビューを通じて、
男性の悩みの実態や特に DV 加害者への非暴
力トレーニングについて、多くの情報をえた。
特に、ジェンダー平等の深化は、離婚の増加
をはじめ、もうひとつのジェンダーである男
性たちをすくなからず混乱させることをあ
らかじめ予想し、それに対応するため準備さ
れたスウエーデン危機センターの果たした
機能、特にDV加害者へのきめ細かい対応は、
日本社会における政策立案にとって、多くの
ヒントを与えてくれるはずである。 
（３）男性の育児休業制度が日本よりもはる
かに遅れ２１世紀初頭にやっと開始された
にもかかわらず、今や半数近い父親が育児休
業を取得するようになっているドイツの実
情について、ベルリンの父親センターなどを
対象に調査研究を実施した。興味深いのは、
他の国と同様、ドイツでも、男性の視線に一
定配慮しつつ（たとえば、建物のインテリア
は男性にとって好印象を与えるように配慮
するなど）、男性を積極的にまきこむ方法を、
自覚的にとっている点である。男性の生き方
を「決めつける」ことなく、男性のかかえて
いる現状の意識に配慮しつつ、男性を変革す
るというソフトな戦略が、男性を変えつつあ
ることが明らかになった。 
（４）カナダのマイケル・カウフマンを招い
て行った共同研究会および講演会では、多く
の参加者をえるとともに、ケアする男性、男
性の非暴力運動等での今後のネットワーク
形成に重要な情報をえることができた。 
（５）今後は、以上の研究成果をもとに、さ
らに研究の範囲を拡大し、男性・男子を対象
としたジェンダー政策がかならずしも十分
に展開されていない社会も含めて調査研究
を行い、日本における男性・男子を対象とし
たジェンダー政策の充実をはかりたい。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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